
(57)【要約】

【目的】カプセル内視鏡を保持して使用者が望む最初の

適用部位に使用者が望む状態で配置できるカプセル内視

鏡保持機構を提供することを目的とする。

【構成】カプセル内視鏡１０の密閉カプセル容器１１の

後端部に開口部が狭い中広の連結用係合穴１２を形成し

、電子スコープ１０１の体内挿入部の先端部から突出す

る鉗子パイプ１５３先端部に、４枚の連結板１５８ａ～

１５８ｄを４個の軸１５９ａ～１５９ｄにより環状に連

結し、一つの軸１５９ａを鉗子パイプ１５３に固定し、

対向する軸１５９ｃを、鉗子パイプ１５３内に収納され

、体外部から操作可能なケーブル１５７によって鉗子パ

イプ１５３先端部から出没方向に移動される駆動板１５

５に固定して、駆動板１５５のからなる係合保持具１５

１を装着し、該係合保持具１５１を縮径状態で前記連結

用係合穴１２に挿入し、挿入状態で拡径して前記連結用

係合穴１２に係合可能とし、縮径させて抜脱可能にした

。

【選択図】　　　図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
カ プ セ ル 内 視 鏡 の カ プ セ ル に 形 成 さ れ た 係 合 部 に 対 し て 、 一 端 部 か ら 自 在 に 湾 曲 操 作 可 能
な 細 長 い 可 撓 部 を 有 す る 、 体 内 に 挿 入 可 能 な 部 材 の 他 端 部 か ら 突 出 し 、 前 記 カ プ セ ル の 係
合 部 に 係 合 離 脱 自 在 に 係 合 す る 係 合 機 構 を 備 え た カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
開 口 部 が 狭 ま く 、 奥 に 向 か っ て 拡 が っ た 係 合 穴 が カ プ セ ル に 形 成 さ れ た カ プ セ ル 内 視 鏡 を
保 持 す る カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 で あ っ て 、
一 端 部 か ら 自 在 に 湾 曲 操 作 可 能 な 細 長 い 可 撓 部 を 有 す る 、 体 内 に 挿 入 可 能 な 部 材 の 他 端 部
か ら 突 出 可 能 な 部 材 の 先 端 部 に 、 拡 縮 可 能 な 係 合 機 構 を 設 け 、 該 係 合 部 材 を 縮 小 状 態 で 前
記 係 合 穴 に 挿 入 し 、 前 記 係 合 穴 内 で 拡 張 さ せ て 該 係 合 穴 か ら 挿 脱 不 能 に 連 結 し 、 縮 小 さ せ
て 該 係 合 穴 か ら 離 脱 可 能 に し た こ と 、 を 特 徴 と す る カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 は 、 一 端 部 か ら 自 在 に 湾 曲 操 作 可 能 な 細 長 い 可 撓 部 を 有 す る
体 内 に 挿 入 可 能 な 部 材 に 挿 通 さ れ 、 他 端 部 か ら 突 出 す る 可 撓 性 の パ イ プ お よ び 該 パ イ プ 内
に 摺 動 自 在 に 挿 通 さ れ 、 該 パ イ プ の 体 外 部 に 備 え ら れ た 移 動 操 作 部 材 に よ り 駆 動 さ れ る ケ
ー ブ ル と 、 前 記 パ イ プ の 先 端 部 に 装 着 さ れ 、 前 記 ケ ー ブ ル と パ イ プ の 相 対 移 動 に よ っ て 拡
縮 駆 動 さ れ る 係 合 機 構 を 備 え た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 一 端 部 か ら 自 在 に 湾 曲 操 作 可 能 な 細 長 い 可 撓 部 を 有 す る 体 内 に 挿 入 可 能 な 部 材 は 内 視
鏡 で あ る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 記 載 の カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 係 合 機 構 は 、 前 記 パ イ プ の 先 端 部 に 取 り 付 け れ た 固 定 軸 と 、 前 記 パ イ プ 内 か ら 突 出 し
、 前 記 ケ ー ブ ル に よ っ て 前 記 パ イ プ か ら 出 没 方 向 に 駆 動 さ れ る 棒 状 部 材 に 取 り 付 け ら れ た
駆 動 軸 と 、 前 記 固 定 軸 お よ び 駆 動 軸 の そ れ ぞ れ に 、 そ れ ぞ れ 移 動 軸 に よ り 連 結 さ れ た 一 対
の 連 結 部 材 の 両 端 部 が 連 結 さ れ た 四 節 回 転 連 鎖 を 構 成 す る 連 結 部 材 と を 備 え 、 前 記 棒 状 部
材 の 前 記 パ イ プ に 対 す る 出 没 方 向 移 動 に よ り 前 記 対 向 す る 移 動 軸 が 、 前 記 棒 状 部 材 の 移 動
方 向 と 直 交 す る 方 向 に 接 離 移 動 す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 記 載 の カ プ セ ル 内 視 鏡
保 持 機 構 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 係 合 機 構 は 、 前 記 係 合 穴 内 に 挿 入 さ れ た 後 、 前 記 棒 状 部 材 が 前 記 パ イ プ に 対 し て 没 方
向 に 相 対 移 動 す る と 、 前 記 固 定 軸 を 挟 ん で 連 結 さ れ た 前 記 連 結 部 材 が 前 記 対 向 す る 移 動 軸
が 離 れ る 方 向 に 開 い て 連 結 状 態 と な り 、 該 連 結 状 態 に お い て 前 記 棒 状 部 材 が 前 記 パ イ プ に
対 し て 突 出 方 向 に 相 対 移 動 す る と 、 前 記 固 定 軸 を 挟 ん で 連 結 さ れ た 前 記 連 結 部 材 が 前 記 対
向 す る 移 動 軸 が 接 近 す る 方 向 に 閉 じ る と と も に 前 記 棒 状 部 材 の 先 端 部 が 前 記 係 合 穴 の 底 部
を 押 圧 し て 前 記 パ イ プ を 前 記 連 結 穴 か ら 離 反 す る 方 向 に 押 圧 す る 請 求 項 ５ 記 載 の カ プ セ ル
内 視 鏡 保 持 機 構 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ケ ー ブ ル ま た は 前 記 棒 状 部 材 は 、 前 記 係 合 部 材 が 拡 張 す る 方 向 に ば ね 部 材 に よ っ て 移
動 付 勢 さ れ て い る 請 求 項 ３ か ら ６ の い ず れ か 一 項 記 載 の カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 を 内 視 鏡 等 の 先 端 部 で 保 持 し て 誘 導 で き る カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持
機 構 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 お よ び そ の 問 題 点 】
近 年 開 発 さ れ た い わ ゆ る カ プ セ ル 内 視 鏡 は 、 密 閉 さ れ た カ プ セ ル 容 器 内 に 内 蔵 さ れ た 光 源
に よ り 管 腔 内 を 照 明 し な が ら 、 内 蔵 さ れ た Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ メ ー ジ セ ン サ 等 の 撮 像 素 子 を 備 え た
電 子 カ メ ラ で 撮 像 し 、 撮 像 し た 画 像 信 号 を 体 外 に ワ イ ヤ レ ス 送 信 す る 。 送 信 し た 画 像 信 号
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は 、 体 外 に 設 置 さ れ た カ プ セ ル 観 察 用 プ ロ セ ッ サ で 受 信 し 、 テ レ ビ モ ニ タ 等 の 画 面 に 表 示
す る 構 成 で あ る （ 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ４ ２ ５ ８ ４ ４ 号 公 報 等 ） 。 使 用 者 は 、 こ の テ レ ビ モ ニ
タ 画 面 を 見 て 患 者 の 体 腔 内 の 状 態 を 観 察 、 診 察 す る 。 カ プ セ ル 内 視 鏡 内 の 光 源 、 撮 像 素 子
等 の 電 子 部 品 は 、 カ プ セ ル 容 器 内 に 内 蔵 さ れ た 電 池 を 電 源 と し て 作 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な カ プ セ ル 内 視 鏡 は 、 患 者 自 身 の 燕 下 作 用 に よ っ て 経 口 挿 入 さ れ 、 食 道 か ら 胃 、
十 二 指 腸 、 小 腸 と 移 動 す る 。 体 腔 内 で は 腸 な ど の ぜ ん 動 運 動 に よ り 移 動 し 、 移 動 す る 過 程
で 、 光 源 に よ る 照 明 下 で 電 子 カ メ ラ に よ る 撮 像 を 行 い 、 撮 像 し た 画 像 信 号 を ワ イ ヤ レ ス 送
信 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 自 走 機 能 、 姿 勢 制 御 機 能 の 無 い カ プ セ ル 内 視 鏡 は 、 患 者 の 体 腔 内 に 入 っ た
後 は 、 ど の 方 向 に ど の よ う に 進 む か を 使 用 者 が 制 御 す る こ と が で き な か っ た 。 例 え ば 、 図
９ に 人 体 図 を 示 し た よ う に 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 に よ っ て 撮 像 、 観 察 、 診 察 等 し た い 最 初 の 適
用 部 位 が 口 か ら 離 れ て い る 場 合 、 適 用 部 位 に ど の よ う な 向 き 、 状 態 で 到 達 す る か 不 明 で あ
り 、 使 用 者 が 望 む 状 態 で 確 実 に 到 達 さ せ る こ と が で き な か っ た 。 ま た 、 最 初 の 適 用 部 位 が
口 か ら 離 れ て い る 場 合 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 が 適 用 部 位 に 達 す る ま で に 無 駄 な 時 間 を 費 や し 、
撮 像 、 送 信 等 に よ っ て 内 蔵 電 池 が 無 駄 に 消 費 さ れ て し ま う の で 内 蔵 電 池 の 容 量 を で き る だ
け 大 き く し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 目 的 】
本 発 明 は 、 従 来 の カ プ セ ル 内 視 鏡 に お け る 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 カ プ セ ル 内 視 鏡
保 持 し て 使 用 者 が 望 む 最 初 の 適 用 部 位 に 使 用 者 が 望 む 状 態 で 配 置 で き る カ プ セ ル 内 視 鏡 保
持 機 構 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 概 要 】
こ の 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 は 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 の カ プ セ ル に 形 成 さ れ た 係 合 部 に 対 し て 、
一 端 部 か ら 自 在 に 湾 曲 操 作 可 能 な 細 長 い 可 撓 部 を 有 す る 体 内 に 挿 入 可 能 な 部 材 の 他 端 部 か
ら 突 出 し 、 前 記 カ プ セ ル の 係 合 部 に 係 合 離 脱 自 在 に 係 合 す る 係 合 機 構 を 備 え た こ と に 特 徴
を 有 す る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 一 端 部 か ら 自 在 に 湾 曲 操 作 可 能 な 細 長 い 可 撓 部 を 有 す る 体
内 に 挿 入 可 能 な 部 材 の 他 端 部 に カ プ セ ル 内 視 鏡 を 保 持 す る こ と が 可 能 に な り 、 こ の 体 内 に
挿 入 可 能 な 部 材 を 使 用 し て カ プ セ ル 内 視 鏡 を 体 内 の 所 望 位 置 ま で 運 ぶ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
別 の 本 発 明 は 、 開 口 部 が 狭 ま く 、 奥 に 向 か っ て 拡 が っ た 連 結 穴 が カ プ セ ル に 形 成 さ れ た カ
プ セ ル 内 視 鏡 を 保 持 す る カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 で あ っ て 、 一 端 部 か ら 自 在 に 湾 曲 操 作 可
能 な 細 長 い 可 撓 部 を 有 す る 体 内 に 挿 入 可 能 な 部 材 の 他 端 部 か ら 突 出 可 能 な 部 材 の 先 端 部 に
、 拡 縮 可 能 な 係 合 機 構 を 設 け 、 該 係 合 部 材 を 縮 小 状 態 で 前 記 連 結 穴 に 挿 入 し 、 前 記 連 結 穴
内 で 拡 張 さ せ て 該 連 結 穴 か ら 挿 脱 不 能 に 連 結 し 、 縮 小 さ せ て 該 連 結 穴 か ら 離 脱 可 能 に し た
こ と に 特 徴 を 有 す る 。
本 カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 は 、 一 端 部 か ら 自 在 に 湾 曲 操 作 可 能 な 細 長 い 可 撓 部 を 有 す る 体
内 に 挿 入 可 能 な 部 材 に 挿 通 さ れ 、 他 端 部 か ら 突 出 す る 可 撓 性 の パ イ プ お よ び 該 パ イ プ 内 に
摺 動 自 在 に 挿 通 さ れ 、 該 パ イ プ の 体 外 部 に 備 え ら れ た 移 動 操 作 部 材 に よ り 駆 動 さ れ る ケ ー
ブ ル と 、 前 記 パ イ プ の 先 端 部 に 装 着 さ れ 、 前 記 ケ ー ブ ル と パ イ プ の 相 対 移 動 に よ っ て 拡 縮
駆 動 さ れ る 係 合 機 構 を 備 え る こ と が で き る 。
一 端 部 か ら 自 在 に 湾 曲 操 作 可 能 な 細 長 い 可 撓 部 を 有 す る 体 内 に 挿 入 可 能 な 部 材 と し て 、 電
子 ス コ ー プ な ど の 内 視 鏡 を 使 用 で き る 。
係 合 機 構 は 、 前 記 パ イ プ の 先 端 部 に 取 り 付 け れ た 固 定 軸 と 、 前 記 パ イ プ 内 か ら 突 出 し 、 前
記 ケ ー ブ ル に よ っ て 前 記 パ イ プ か ら 出 没 方 向 に 駆 動 さ れ る 棒 状 部 材 に 取 り 付 け ら れ た 駆 動
軸 と 、 前 記 固 定 軸 お よ び 駆 動 軸 の そ れ ぞ れ に 、 そ れ ぞ れ 移 動 軸 に よ り 連 結 さ れ た 一 対 の 連
結 部 材 の 両 端 部 が 連 結 さ れ た 四 節 回 転 連 鎖 を 構 成 す る 連 結 部 材 と を 備 え 、 前 記 棒 状 部 材 の
前 記 パ イ プ に 対 す る 出 没 方 向 移 動 に よ り 前 記 対 向 す る 移 動 軸 が 、 前 記 棒 状 部 材 の 移 動 方 向
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と 直 交 す る 方 向 に 接 離 移 動 す る 構 成 と す る 。
さ ら に 前 記 係 合 機 構 は 、 前 記 係 合 穴 内 に 挿 入 さ れ た 後 、 前 記 棒 状 部 材 が 前 記 パ イ プ に 対 し
て 没 方 向 に 相 対 移 動 す る と 、 前 記 固 定 軸 を 挟 ん で 連 結 さ れ た 前 記 連 結 部 材 が 前 記 対 向 す る
移 動 軸 が 離 れ る 方 向 に 開 い て 連 結 状 態 と な り 、 該 連 結 状 態 に お い て 前 記 棒 状 部 材 が 前 記 パ
イ プ に 対 し て 突 出 方 向 に 相 対 移 動 す る と 、 前 記 固 定 軸 を 挟 ん で 連 結 さ れ た 前 記 連 結 部 材 が
前 記 対 向 す る 移 動 軸 が 接 近 す る 方 向 に 閉 じ る と と も に 前 記 棒 状 部 材 の 先 端 部 が 前 記 係 合 穴
の 底 部 を 押 圧 し て 前 記 パ イ プ を 前 記 連 結 穴 か ら 離 反 す る 方 向 に 押 圧 す る 構 成 が 望 ま し い 。
こ の 構 成 に よ れ ば 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 を 所 望 位 置 に 放 置 す る と き 、 連 結 穴 か ら 連 結 部 材 を 簡
単 確 実 に 抜 く こ と が 可 能 に な る 。
前 記 ケ ー ブ ル ま た は 前 記 棒 状 部 材 を 、 前 記 係 合 部 材 が 拡 張 す る 方 向 に ば ね 部 材 に よ っ て 移
動 付 勢 す る 構 成 と す れ ば 、 係 合 状 態 で 使 用 者 は 手 を 離 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 示 実 施 の 形 態 に 基 い て 本 発 明 を 説 明 す る 。 本 発 明 を 適 用 す る カ プ セ ル 内 視 鏡 の 基
本 シ ス テ ム 構 成 を 図 １ に 示 し た 。 カ プ セ ル 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ と 、 患
者 の 外 部 に 設 置 さ れ る カ プ セ ル 観 察 用 プ ロ セ ッ サ ５ ０ お よ び 観 察 用 の テ レ ビ モ ニ タ Ｔ Ｖ １
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ は 、 長 円 形 の 密 閉 カ プ セ ル 容 器 １ １ 内 に 、 撮 像 手 段 と し て の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ
イ メ ー ジ セ ン サ １ ３ 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ メ ー ジ セ ン サ １ ３ を 駆 動 し て 撮 像 動 作 さ せ る 撮 像 素 子 駆
動 回 路 １ ５ 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ メ ー ジ セ ン サ １ ３ が 撮 像 し た 画 像 信 号 を ワ イ ヤ レ ス 送 信 す る 信 号
送 信 部 １ ７ 、 撮 像 対 象 を 照 明 す る 光 源 （ Ｌ Ｅ Ｄ ） １ ９ 、 お よ び こ れ ら の 電 子 部 材 に 電 力 供
給 す る 内 蔵 電 源 ２ １ を 備 え て い る 。 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ メ ー ジ セ ン サ １ ３ お よ び 光 源 １ ９ は 、 密 閉
カ プ セ ル 容 器 １ １ の 短 辺 側 に 配 置 さ れ 、 光 源 １ ９ は Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ メ ー ジ セ ン サ １ ３ を 中 心 に
２ 個 ま た は ３ 個 以 上 設 け ら れ て い る 。 光 源 １ ９ と し て 、 通 常 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） が
使 用 さ れ 、 内 蔵 電 源 ２ １ と し て は 一 次 電 池 ま た は 充 電 可 能 な 二 次 電 池 な ど が 使 用 さ れ る 。
こ の カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ メ ー ジ セ ン サ １ ３ 、 光 源 １ ９ が 設 け ら れ た 前 端 部
側 か ら 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
一 方 、 カ プ セ ル 観 察 用 プ ロ セ ッ サ ５ ０ は 、 プ ロ セ ッ サ キ ャ ビ ネ ッ ト ５ １ 内 に 、 信 号 送 信 部
１ ７ か ら 送 信 さ れ た 画 像 信 号 を 受 信 す る 信 号 受 信 部 ５ ３ 、 カ プ セ ル 観 察 画 像 処 理 回 路 ５ ５
を 備 え 、 カ プ セ ル 観 察 画 像 処 理 回 路 ５ ５ が 処 理 し た 映 像 信 号 を テ レ ビ モ ニ タ Ｔ Ｖ １ で 視 覚
化 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
以 上 は カ プ セ ル 内 視 鏡 お よ び カ プ セ ル 内 視 鏡 観 察 用 プ ロ セ ッ サ の 基 本 構 造 で あ る 。 次 に 、
本 発 明 の 特 徴 で あ る カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 に つ い て 、 図 ２ ～ 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。
本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 を 、 一 端 部 か ら 自 在 に 湾 曲 操 作 可 能 な 細 長 い 可 撓 部
を 有 す る 部 材 の 一 実 施 例 と し て 、 電 子 内 視 鏡 の ス コ ー プ の 体 内 挿 入 部 先 端 部 に お い て 保 持
、 解 放 可 能 な カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 を 備 え た こ と に 特 徴 を 有 す る 。 こ の 実 施 形 態 に よ れ
ば 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 を 電 子 ス コ ー プ の 先 端 部 に 保 持 、 解 放 可 能 に 保 持 し 、 保 持 し た 状 態 で
、 カ プ セ ル 内 視 鏡 ま た は 電 子 内 視 鏡 に よ っ て 撮 像 し た 映 像 を テ レ ビ モ ニ タ の 画 面 で 観 察 し
な が ら 、 電 子 ス コ ー プ の 体 内 挿 入 部 の 湾 曲 部 を 、 体 外 操 作 部 で 湾 曲 操 作 し て 適 用 部 ま で 誘
導 で き る 。 つ ま り 使 用 者 は 、 テ レ ビ モ ニ タ Ｔ Ｖ １ 画 面 の 映 像 を 見 な が ら 電 子 内 視 鏡 を 操 作
し 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 を 目 的 の 部 位 ま で 誘 導 す る 。 な お 、 図 １ に 示 し た カ プ セ ル 内 視 鏡 お よ
び カ プ セ ル 観 察 用 プ ロ セ ッ サ と 同 一 の 機 能 を 有 す る 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 詳 細 は 省
略 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の カ プ セ ル 内 視 鏡 誘 導 シ ス テ ム は 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ と カ プ セ ル 観 察 用 プ ロ セ ッ サ ５
０ 以 外 に 、 ス コ ー プ 部 １ ０ ０ お よ び 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 部 ２ ０ ０ を 備 え て い る 。 ス コ ー プ
部 １ ０ ０ は 、 可 撓 性 の ス コ ー プ １ ０ １ 、 ス コ ー プ １ ０ １ の 湾 曲 部 を 湾 曲 操 作 す る 操 作 部 １
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０ ３ お よ び 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 部 ２ ０ ０ に 接 続 さ れ る 接 続 ケ ー ブ ル 部 １ ０ ５ を 備 え て い る
。 ス コ ー プ １ ０ １ の 体 内 挿 入 部 先 端 に は 、 撮 像 手 段 と し て 電 子 カ メ ラ １ ０ ７ と 、 照 明 用 の
ラ イ ト ガ イ ド １ ０ ９ の 射 出 端 面 と 、 鉗 子 口 １ １ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
電 子 カ メ ラ １ ０ ７ は 、 詳 細 は 図 示 し な い が 周 知 の 通 り 、 結 像 光 学 系 と し て の 撮 影 レ ン ズ と
、 撮 像 素 子 と し て 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ イ メ ー ジ セ ン サ を 備 え て い る 。 電 子 カ メ ラ １ ０ ７ は 、 撮 像
素 子 駆 動 信 号 ラ イ ン １ １ ３ を 介 し て 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 部 ２ ０ ０ か ら 送 信 さ れ る 駆 動 信 号
に よ っ て 動 作 し 、 撮 像 し た 映 像 信 号 は 、 映 像 信 号 ラ イ ン １ １ ５ を 介 し て 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ
サ 部 ２ ０ ０ に 出 力 さ れ る 。 ま た 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ０ ９ は 、 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 部 ２ ０ ０ に
内 蔵 さ れ た 光 源 ２ ０ ９ か ら 射 出 さ れ た 照 明 光 を 体 内 挿 入 部 ま で 導 い て 、 体 内 挿 入 部 側 先 端
面 か ら 射 出 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ス コ ー プ 部 １ ０ ０ は 、 接 続 ケ ー ブ ル 部 １ ０ ５ を 介 し て 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 部 ２ ０ ０ に 接 続
さ れ る 。 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 部 ２ ０ ０ は 、 プ ロ セ ッ サ キ ャ ビ ネ ッ ト ２ ０ １ 内 に 、 こ の 内 視
鏡 シ ス テ ム 全 体 を 統 括 的 に 制 御 す る シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ ３ と 、 タ イ ミ ン グ 信 号 を 生
成 す る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ ５ と 、 映 像 信 号 ラ イ ン １ １ ５ を 介 し て 入 力 し た 映 像 信
号 に 色 調 整 、 輪 郭 強 調 処 理 を 処 理 し 、 テ レ ビ モ ニ タ Ｔ Ｖ ２ で 映 像 化 可 能 な 映 像 信 号 、 デ ー
タ シ ス テ ム 等 で 処 理 可 能 な 映 像 信 号 に 変 換 す る 映 像 信 号 処 理 回 路 ２ ０ ７ と 、 光 源 ２ ０ ９ と
、 こ れ ら の 部 材 、 シ ス テ ム 全 体 の 電 子 部 品 に 電 源 を 供 給 す る 電 源 部 ２ １ １ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ ３ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ ５ が 生 成 し た タ イ ミ ン グ 信
号 （ ク ロ ッ ク 、 パ ル ス ） に 基 づ い て 、 電 子 カ メ ラ １ ０ ７ 、 映 像 信 号 処 理 回 路 ２ ０ ７ な ど の
動 作 を 制 御 す る 。 例 え ば 、 タ イ ミ ン グ 信 号 に 基 づ い て 撮 像 素 子 駆 動 信 号 を 生 成 し 、 こ の 撮
像 素 子 駆 動 信 号 に よ っ て 電 子 カ メ ラ １ ０ ７ の 撮 像 動 作 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
光 源 ２ ０ ９ が 発 生 し た 光 は 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ０ ９ の 端 面 か ら 入 射 さ れ 、 ス コ ー プ １ ０ １ の
先 端 部 に 位 置 す る ラ イ ト ガ イ ド １ ０ ９ の 先 端 面 か ら 射 出 し 、 体 腔 内 を 照 明 す る 。 電 子 カ メ
ラ １ ０ ７ は 、 こ の 照 明 下 で 駆 動 さ れ 、 電 子 カ メ ラ １ ０ ７ が 撮 像 し た 映 像 信 号 が 、 映 像 信 号
ラ イ ン １ １ ５ を 介 し て 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 部 ２ ０ ０ に 入 力 さ れ る 。
内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 部 ２ ０ ０ に 入 力 さ れ た 映 像 信 号 は 、 映 像 信 号 処 理 回 路 ２ ０ ７ で 所 定 の
補 正 、 変 換 処 理 が 施 さ れ 、 映 像 信 号 と し て 、 映 像 信 号 ラ イ ン ２ ０ ８ を 介 し て テ レ ビ モ ニ タ
Ｔ Ｖ ２ に 出 力 さ れ 、 テ レ ビ モ ニ タ Ｔ Ｖ ２ の 画 面 で 映 像 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
鉗 子 口 １ １ １ ａ は 、 ス コ ー プ １ ０ １ の 体 外 部 に 設 け ら れ た 鉗 子 挿 入 口 １ １ １ ｂ と パ イ プ （
図 示 せ ず ） を 介 し て 連 通 し て い る 。 カ プ セ ル 連 結 鉗 子 １ ５ ０ の 先 端 部 に は カ プ セ ル 内 視 鏡
１ ０ を 連 結 保 持 す る 係 合 保 持 具 １ ５ １ が 装 着 さ れ て い る 。 鉗 子 挿 入 口 １ １ １ ｂ か ら 挿 入 さ
れ た 係 合 保 持 具 １ ５ １ は 、 鉗 子 口 １ １ １ ａ か ら 突 出 し 、 突 出 し た 係 合 保 持 具 １ ５ １ に カ プ
セ ル 内 視 鏡 １ ０ が 連 結 さ れ る 。 つ ま り ス コ ー プ １ ０ １ の 体 内 挿 入 部 の 先 端 部 に カ プ セ ル 内
視 鏡 １ ０ が 保 持 さ れ る 。 図 ３ の （ Ａ ） に 、 ス コ ー プ １ ０ １ の 先 端 部 に カ プ セ ル 連 結 鉗 子 １
５ ０ を 介 し て カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ を 保 持 し た 状 態 の 正 面 図 を 示 し 、 （ Ｂ ） に カ プ セ ル 内 視
鏡 １ ０ お よ び カ プ セ ル 連 結 鉗 子 １ ５ ０ の 連 結 部 の 拡 大 図 を 示 し た 。 係 合 保 持 具 １ ５ １ に よ
る カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ の 連 結 、 解 放 操 作 は 、 体 外 部 の 操 作 部 １ ６ １ の 操 作 に よ っ て な さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 カ プ セ ル 連 結 鉗 子 １ ５ ０ と カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ の 連 結 構 造 に つ い て 、 さ ら に 図 ４ ～
図 ８ を 参 照 し て よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ の 密 閉 カ プ セ ル 容 器 １ １ に は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ メ ー ジ セ ン サ １ ３ お よ び 光
源 １ ９ を 備 え た 端 面 と は 反 対 側 の 後 端 面 中 央 に 、 連 結 用 係 合 穴 １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 連
結 用 係 合 穴 １ ２ は 、 開 口 部 １ ２ ａ が 絞 ら れ て 狭 く 、 奥 に 向 か っ て 拡 が る 拡 幅 （ 拡 径 ） 穴 １
２ ｂ か ら な る 。 開 口 部 １ ２ ａ と 拡 幅 穴 １ ２ ｂ と の 間 に は 、 開 口 部 １ ２ ａ か ら 奥 に 向 か っ て
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拡 が る 傾 斜 面 １ ２ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 の 連 結 用 係 合 穴 １ ２ は 、 開 口 部
１ ２ ａ が 、 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ が 挿 入 可 能 か つ 挿 入 さ れ て い る と き に 開 口 部 １ ２ ａ の 縁 部 と
鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ の 外 周 面 と が 密 閉 状 態 と な る よ う に 、 つ ま り 、 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ が 開 口
部 １ ２ ａ の 密 閉 栓 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
一 方 、 カ プ セ ル 連 結 鉗 子 １ ５ ０ は 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ を 連 結 、 保 持 す る 手 段 と し て 、 鉗
子 パ イ プ １ ５ ３ 内 に ケ ー ブ ル １ ５ ７ が 摺 動 自 在 に 挿 通 さ れ 、 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ の 先 端 部 に
カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ を 連 結 保 持 す る 器 具 と し て 装 着 さ れ た 、 四 節 回 転 連 鎖 機 構 を 応 用 し た
係 合 保 持 具 １ ５ １ を 備 え て い る 。 係 合 保 持 具 １ ５ １ は 、 幅 、 長 さ が 等 し い ４ 枚 の 連 結 板 １
５ ８ ａ 、 １ ５ ８ ｂ 、 １ ５ ８ ｃ 、 １ ５ ８ ｄ を 主 要 連 結 部 材 と す る 。 各 連 結 板 １ ５ ８ ａ ～ １ ５
８ ｄ は 、 ４ 個 の 軸 １ ５ ９ ａ 、 １ ５ ９ ｂ 、 １ ５ ９ ｃ 、 １ ５ ９ ｄ に よ っ て 隣 り 合 う ２ 枚 が 対 偶
を な す 環 状 に 連 結 さ れ て い る 。 軸 １ ５ ９ ａ は 、 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ の 先 端 部 か ら 突 設 さ れ た
突 片 １ ５ ４ に 固 定 さ れ た 固 定 軸 と な る 。 こ の 固 定 の 軸 １ ５ ９ ａ と 対 向 す る 軸 １ ５ ９ ｃ は 、
鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ 内 に 挿 通 自 在 に 収 納 さ れ た 、 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ の 先 端 部 か ら 出 没 方 向 に
移 動 可 能 に 突 出 し て い る 棒 状 部 材 と し て の 駆 動 板 １ ５ ５ の 先 端 部 に 固 定 さ れ て 駆 動 軸 （ 原
動 軸 ） と な る 。 こ れ ら の 軸 １ ５ ９ ａ 、 １ ５ ９ ｃ 間 に お い て 対 向 す る 軸 １ ５ ９ ｂ 、 １ ５ ９ ｄ
は 、 軸 １ ５ ９ ａ 、 １ ５ ９ ｃ の 間 隔 の 広 狭 変 化 に 連 動 し て 、 間 隔 が 狭 広 変 化 す る 移 動 軸 と な
り 、 連 結 板 １ ５ ８ ａ 、 １ ５ ８ ｄ と で 係 合 部 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
駆 動 板 １ ５ ５ は 、 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ 内 の 端 部 が 、 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ 内 に 摺 動 自 在 に 挿 入 さ
れ た ケ ー ブ ル １ ５ ７ の 一 端 部 に 結 合 さ れ て い る 。 ケ ー ブ ル １ ５ ７ の 他 端 部 は 、 鉗 子 パ イ プ
１ ５ ３ の 体 外 端 部 か ら 挿 入 さ れ た ハ ン ド ル １ ６ ３ に 結 合 さ れ て い る 。 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ の
体 外 部 に は 操 作 部 １ ６ １ が ス ラ イ ド 自 在 に 装 着 さ れ 、 操 作 部 １ ６ １ か ら 突 出 す る 鉗 子 パ イ
プ １ ５ ３ の 体 外 端 部 に 、 操 作 部 １ ６ １ に 対 し て ス ラ イ ド 自 在 に 管 状 の フ ラ ン ジ レ バ ー １ ６
５ が 連 結 さ れ て い る 。 こ の 操 作 部 １ ６ １ は 、 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ が 鉗 子 挿 入 口 １ １ １ ｂ か ら
挿 入 さ れ 、 鉗 子 口 １ １ １ ａ か ら 係 合 保 持 具 １ ５ １ が 突 出 し た 状 態 で 、 鉗 子 挿 入 口 １ １ １ ｂ
に 嵌 合 保 持 さ れ る 。 つ ま り カ プ セ ル 連 結 鉗 子 １ ５ ０ の 長 さ は 、 鉗 子 挿 入 口 １ １ １ ｂ か ら 鉗
子 口 １ １ １ ａ の 長 さ に 整 合 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
さ ら に ハ ン ド ル １ ６ ３ と 操 作 部 １ ６ １ と は 、 相 対 移 動 し な い よ う に 連 結 さ れ 、 操 作 部 １ ６
１ ま た は ハ ン ド ル １ ６ ３ と フ ラ ン ジ レ バ ー １ ６ ５ と の 間 に は 、 ハ ン ド ル １ ６ ３ と フ ラ ン ジ
レ バ ー １ ６ ５ と の 間 隔 が 開 き 、 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ 内 に 駆 動 板 １ ５ ５ が 引 き 込 ま れ る 方 向 に
ば ね 付 勢 さ れ て い る 。 し た が っ て 係 合 保 持 具 １ ５ １ は 、 常 時 開 い た 状 態 に 保 持 さ れ て い る
（ 図 ４ 、 図 ８ ） 。 こ の 装 着 状 態 に お い て 、 フ ラ ン ジ レ バ ー １ ６ ５ が 操 作 部 １ ６ １ に 対 し て
抜 き 差 し 操 作 さ れ る と 、 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ と 駆 動 板 １ ５ ５ と が 相 対 的 に 移 動 、 つ ま り 駆 動
板 １ ５ ５ が 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ か ら 出 没 方 向 に 移 動 し て 連 結 軸 １ ５ ９ ｃ が 連 結 軸 １ ５ ９ ａ に
対 し て 離 反 、 接 近 移 動 し 、 こ れ に よ っ て 、 連 結 軸 １ ５ ９ ｂ 、 １ ５ ９ ｄ の 間 隔 が 狭 ま っ た り
拡 が っ た り す る 。 な お 使 用 者 は 、 親 指 を ハ ン ド ル １ ６ ３ に 入 れ 、 人 差 し 指 と 中 指 で フ ラ ン
ジ レ バ ー １ ６ ５ を 挟 み 、 親 指 と 人 差 し 指 お よ び 中 指 を 接 近 さ せ て フ ラ ン ジ レ バ ー １ ６ ５ を
ハ ン ド ル １ ６ ３ 側 に 引 く と 、 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ が 引 き 込 ま れ て 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ か ら 駆 動
板 １ ５ ５ を 突 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
駆 動 板 １ ５ ５ が 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ の 先 端 開 口 か ら 突 出 す る 方 向 に 移 動 す る と 、 軸 １ ５ ９ ａ
、 １ ５ ９ ｃ の 間 隔 が 拡 が っ て 軸 １ ５ ９ ｂ 、 １ ５ ９ ｄ の 間 隔 が 狭 ま る （ 図 ５ 、 図 ６ 、 図 ７ ）
。 駆 動 板 １ ５ ５ が 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ 内 に 引 き 込 ま れ る 方 向 に 移 動 す る と 、 軸 １ ５ ９ ａ 、 １
５ ９ ｃ の 間 隔 が 狭 ま っ て 軸 １ ５ ９ ｂ 、 １ ５ ９ ｄ の 間 隔 が 拡 が る （ 図 ４ 、 図 ８ ） 。 本 実 施 例
で は 、 駆 動 板 １ ５ ５ が 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ 内 に 引 き 込 ま れ る 方 向 に ば ね 付 勢 さ れ て い る の で
、 自 然 状 態 で は 、 ば ね の 付 勢 力 に よ っ て 駆 動 板 １ ５ ５ は 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ 内 に 引 き 込 ま れ
、 係 合 保 持 具 １ ５ １ が 拡 幅 （ 拡 径 ） し て い る （ 図 ４ 、 図 ８ ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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こ の カ プ セ ル 内 視 連 結 機 構 は 、 次 の よ う に 使 用 さ れ る 。 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 部 ２ ０ ０ に 接
続 さ れ た ス コ ー プ 部 １ ０ ０ に 、 係 合 保 持 具 １ ５ １ を 鉗 子 挿 入 口 １ １ １ ｂ か ら 挿 入 し 、 鉗 子
口 １ １ １ ａ か ら 突 出 さ せ る 。 そ の 際 、 フ ラ ン ジ レ バ ー １ ６ ５ を 引 い て 、 係 合 保 持 具 １ ５ １
を 縮 径 （ 縮 径 、 縮 幅 ） 状 態 と し て お く （ 図 ５ 、 図 ７ ） 。 な お 、 操 作 部 １ ６ １ に 、 フ ラ ン ジ
レ バ ー １ ６ ５ が 引 か れ た ら フ ラ ン ジ レ バ ー １ ６ ５ が ば ね の 付 勢 力 に よ っ て 操 作 部 １ ６ １ か
ら 突 出 す る 方 向 に 移 動 し な い よ う に ロ ッ ク し 、 ロ ッ ク を 解 除 操 作 す る と 、 フ ラ ン ジ レ バ ー
１ ６ ５ が ば ね の 付 勢 力 に よ っ て 係 合 保 持 具 １ ５ １ が 突 出 す る 方 向 に 移 動 す る ロ ッ ク 機 構 を
設 け れ ば 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ を 装 着 す る 際 に 、 フ ラ ン ジ レ バ ー １ ６ ５ を 一 旦 引 き 抜 い た
ら 、 手 を 離 す こ と が で き る 。 ま た 、 ば ね の 付 勢 方 向 と ロ ッ ク 機 構 の 作 用 を 方 向 逆 に し 、 ば
ね に よ っ て 係 合 保 持 具 １ ５ １ が 突 出 し て 縮 径 す る 方 向 に 常 時 付 勢 し 、 フ ラ ン ジ レ バ ー １ ６
５ を 引 き 出 す と ロ ッ ク 機 構 に よ っ て ロ ッ ク し 、 係 合 保 持 具 １ ５ １ を 拡 径 状 態 に 保 持 す る 構
成 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 縮 径 状 態 の 係 合 保 持 具 １ ５ １ に 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ の 連 結 用 係 合 穴 １ ２ を 挿 入 す
る 。 そ う し て 、 係 合 保 持 具 １ ５ １ の 先 端 部 が 連 結 用 係 合 穴 １ ２ の 底 部 に 当 接 し た 挿 入 状 態
で ハ ン ド ル １ ６ ３ を 保 持 す る 力 を 解 放 し 、 ば ね の 付 勢 力 に よ っ て 係 合 保 持 具 １ ５ １ を 拡 大
（ 拡 径 、 拡 幅 、 拡 張 ） さ せ る （ 図 ８ ） 。 つ ま り 、 駆 動 板 １ ５ ５ が 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ 内 に 引
き 込 ま れ る 方 向 に 移 動 す る の で 、 移 動 軸 １ ５ ９ ｂ 、 １ ５ ９ ｄ の 間 隔 が 拡 が り 、 連 結 板 １ ５
８ ａ 、 １ ５ ８ ｄ の 成 す 角 度 が 大 き く 拡 が っ て 、 駆 動 板 １ ５ ５ を 拡 幅 穴 １ ２ ｂ の 底 部 へ 押 し
つ け る よ う に 開 口 部 １ ２ ａ と 拡 幅 穴 １ ２ ｂ と の 境 界 段 部 を 押 し て 、 開 口 部 １ ２ ａ か ら 抜 け
る の を 阻 止 す る 。 こ の 係 合 保 持 具 １ ５ １ の 拡 径 動 作 に よ っ て 、 連 結 板 １ ５ ８ ａ ～ １ ５ ８ ｄ
が 拡 幅 穴 １ ２ ｂ 内 で 拡 が り 、 開 口 部 １ ２ ａ よ り も 大 径 に な っ て 、 開 口 部 １ ２ ａ か ら 抜 け 出
ら れ な い 連 結 状 態 に な る と 同 時 に 、 連 結 板 １ ５ ８ ａ 、 １ ５ ８ ｄ と 駆 動 板 １ ５ ５ に よ る 拡 幅
穴 １ ２ ｂ 内 面 を 押 圧 す る 力 に よ っ て が た つ き が 防 止 さ れ た 状 態 で 、 ス コ ー プ １ ０ １ の 体 内
挿 入 部 先 端 に カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ が 連 結 保 持 さ れ る 。 な お 、 連 結 用 係 合 穴 １ ２ は 、 密 閉 カ
プ セ ル 容 器 １ １ の 外 部 に 形 成 さ れ て い て 、 カ プ セ ル 内 は 密 閉 状 態 を 維 持 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 連 結 状 態 で 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ メ ー ジ セ ン サ １ ３ が 撮 像 動 作 し 、 撮 像 し た 映 像 信 号 を 、 信 号
送 信 部 １ ７ が ワ イ ヤ レ ス 送 信 し 、 そ の 映 像 信 号 を カ プ セ ル 観 察 用 プ ロ セ ッ サ ５ ０ の 信 号 受
信 部 ５ ３ が 受 信 し 、 カ プ セ ル 観 察 画 像 処 理 回 路 ５ ５ で 所 定 の 処 理 を 施 し て テ レ ビ モ ニ タ Ｔ
Ｖ １ に 映 し 出 す 。 使 用 者 は 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ を 患 者 の 口 か ら 挿 入 し 、 こ の テ レ ビ モ ニ
タ Ｔ Ｖ １ の 画 面 に 映 し 出 さ れ た 映 像 を 見 な が ら ス コ ー プ １ ０ １ を 操 作 し て カ プ セ ル 内 視 鏡
１ ０ を 目 標 部 位 ま で 誘 導 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ を 目 標 部 位 ま で 誘 導 し た ら 、 使 用 者 は フ ラ ン ジ レ バ ー １ ６ ５ を 引 い て
、 係 合 保 持 具 １ ５ １ と カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ の 連 結 を 解 除 す る 。 つ ま り 、 フ ラ ン ジ レ バ ー １
６ ５ を 引 く と 、 駆 動 板 １ ５ ５ が 鉗 子 パ イ プ １ ５ ３ か ら 突 出 す る 方 向 に 移 動 し て 、 連 結 板 １
５ ８ ａ ～ １ ５ ８ ｄ が 細 く 延 び る と と も に 軸 １ ５ ９ ａ 、 １ ５ ９ ｂ の 間 隔 が 狭 く な る の で 、 軸
１ ５ ８ ｂ 、 １ ５ ８ ｃ の 軸 連 結 部 （ 駆 動 板 １ ５ ５ の 先 端 部 分 ） で 拡 幅 穴 １ ２ ｂ の 底 部 を 押 し
て カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ を 押 し 出 し な が ら 、 係 合 保 持 具 １ ５ １ が 拡 幅 穴 １ ２ ｂ か ら 抜 け 出 す
。 こ の 動 作 に よ っ て カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ は 、 患 者 の 目 的 部 位 に 放 置 さ れ る （ 図 ９ ） 。 そ の
後 カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ メ ー ジ セ ン サ １ ３ で 撮 像 し た 映 像 信 号 を 送 信 し な が
ら 腸 の 蠕 動 運 動 に よ っ て 排 出 方 向 に 運 ば れ 、 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う に 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ を カ プ セ ル 連 結 鉗 子 １ ５ ０ の 係 合 保
持 具 １ ５ １ に 簡 単 か つ 確 実 に 連 結 で き る の で 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ を ス コ ー プ １ ０ １ の 先
端 部 に 保 持 し て 目 的 部 位 ま で 簡 単 確 実 に 誘 導 す る こ と が で き る 。 し か も カ プ セ ル 内 視 鏡 １
０ を 目 的 部 位 ま で 誘 導 し た ら 、 カ プ セ ル 連 結 鉗 子 １ ５ ０ の ハ ン ド ル １ ６ ３ を 操 作 す る だ け
で 簡 単 か つ 確 実 に カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ０ と の 連 結 を 解 除 し 、 放 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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な お 、 図 示 実 施 形 態 で は 内 視 鏡 の 一 つ で あ る 電 子 ス コ ー プ に 適 用 し た が 、 本 発 明 は 内 視 鏡
に 限 定 さ れ ず 、 一 端 部 か ら 自 在 に 湾 曲 操 作 可 能 な 細 長 い 可 撓 部 を 有 し 、 体 内 に 挿 入 で き る
部 材 に 適 用 で き る 。 こ の よ う な 部 材 は 、 内 視 鏡 よ り も よ り 細 径 に で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 で は 、 係 合 保 持 具 １ ５ １ を ４ 枚 の 連 結 板 １ ５ ８ ａ ～ １ ５ ８ ｄ を 、 幅 広
面 の 端 部 を 重 ね 、 幅 広 面 と 直 交 す る 軸 １ ５ ９ ａ ～ １ ５ ９ ｄ に よ り 薄 い 四 節 回 転 連 鎖 機 構 を
構 成 す る よ う に 環 状 に 連 結 し た が こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 連 結 板 １ ５ ８ ａ ～ １ ５ ８
ｄ を 、 幅 広 面 が 対 向 し 、 幅 広 面 に 沿 っ て 延 び る 軸 に よ っ て 、 厚 み の あ る 四 節 回 転 連 鎖 機 構
を 構 成 す る よ う に 環 状 に 連 結 し て も よ く 、 板 で は な く 、 棒 状 の 部 材 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
連 結 板 １ ５ ８ ａ ～ １ ５ ８ ｄ の 長 さ （ 軸 間 距 離 ） は 、 図 示 実 施 例 で は 同 一 で あ る が 、 固 定 の
軸 １ ５ ９ ａ に 軸 示 さ れ た 連 結 板 １ ５ ８ ａ お よ び １ ５ ８ ｄ の 方 を 、 連 結 板 １ ５ ８ ｂ お よ び １
５ ８ ｃ よ り も 短 く 形 成 す る と 、 駆 動 板 １ ５ ５ の ス ト ロ ー ク に 対 し て 連 結 板 １ ５ ８ ａ お よ び
１ ５ ８ ｄ が 開 閉 度 （ 挟 角 の 変 化 率 ） が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 本 発 明 は 、 図 示 実 施 形 態 の 係 合 保 持 具 １ ５ １ を 四 節 回 転 連 鎖 機 構 を 応 用 し た 構 成 と し
た が こ れ に 限 定 さ れ ず 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 の 係 合 穴 に 挿 脱 可 能 で 、 挿 入 状 態 で 拡 径 し て カ プ
セ ル 内 視 鏡 を 連 結 保 持 で き る 構 成 、 例 え ば 風 船 状 の も の で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な 通 り 本 発 明 は 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 を 一 端 部 か ら 自 在 に 湾 曲 操 作 可 能
な 細 長 い 可 撓 部 を 有 す る 体 内 に 挿 入 で き る 部 材 の 他 端 部 に 着 脱 自 在 に 連 結 で き る の で 、 こ
の 体 内 に 挿 入 可 能 な 部 材 を 使 っ て カ プ セ ル 内 視 鏡 を 目 的 の 患 部 ま た は そ の 近 く ま で 誘 導 し
て 放 置 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 す る カ プ セ ル 内 視 鏡 の 基 本 シ ス テ ム 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 を 適 用 し た カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 に よ っ て カ プ セ ル 内 視 鏡 を 保 持 し 、 誘
導 す る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 を 適 用 し た カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 を 電 子 内 視 鏡 に 適 用 し た 使 用 例 を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 を 適 用 し た カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 の 実 施 形 態 の 要 部 を 自 然 状 態 で 示 す 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 同 カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 の 実 施 形 態 の 要 部 を カ プ セ ル 内 視 鏡 解 放 状 態 で 示 す 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 同 カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 の 保 持 機 構 周 辺 を 他 の 角 度 か ら 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 に カ プ セ ル 内 視 鏡 を 結 合 す る 前 の 状 態 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 同 カ プ セ ル 内 視 鏡 保 持 機 構 に カ プ セ ル 内 視 鏡 を 結 合 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 カ プ セ ル 内 視 鏡 の 使 用 状 態 を 示 す 人 体 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 カ プ セ ル 内 視 鏡
１ １ 　 密 閉 カ プ セ ル 容 器
１ ２ 　 連 結 用 係 合 穴
１ ２ ａ 　 開 口 部
１ ２ ｂ 　 拡 幅 穴
１ ３ 　 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ メ ー ジ セ ン サ
１ ５ 　 撮 像 素 子 駆 動 回 路
１ ７ 　 信 号 送 信 部
１ ９ 　 光 源 （ Ｌ Ｅ Ｄ ）
２ １ 　 内 蔵 電 源
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５ ０ 　 カ プ セ ル 観 察 用 プ ロ セ ッ サ
５ １ 　 プ ロ セ ッ サ キ ャ ビ ネ ッ ト
５ ３ 　 信 号 受 信 部
５ ５ 　 カ プ セ ル 観 察 画 像 処 理 回 路
１ ０ ０ 　 ス コ ー プ 部
１ ０ １ 　 ス コ ー プ
１ ０ ３ 　 操 作 部
１ ０ ５ 　 接 続 ケ ー ブ ル 部
１ ０ ７ 　 電 子 カ メ ラ
１ ０ ９ 　 ラ イ ト ガ イ ド
１ １ １ ａ 　 鉗 子 口
１ １ １ ｂ 　 鉗 子 挿 入 口
１ １ ３ 　 撮 像 素 子 駆 動 信 号 ラ イ ン
１ ５ ０ 　 カ プ セ ル 連 結 鉗 子
１ ５ １ 　 係 合 保 持 具
１ ５ ３ 　 鉗 子 パ イ プ
１ ５ ５ 　 駆 動 板 （ 棒 状 部 材 ）
１ ５ ７ 　 ケ ー ブ ル
１ ５ ８ ａ 　 １ ５ ８ ｂ 　 １ ５ ８ ｃ 　 １ ５ ８ ｄ 　 連 結 板
１ ５ ９ ａ 　 固 定 軸
１ ５ ９ ｂ 　 連 結 軸
１ ５ ９ ｃ 　 駆 動 軸
１ ５ ９ ｄ 　 連 結 軸
１ ６ １ 　 操 作 部
１ ６ ３ 　 ハ ン ド ル
１ ６ ５ 　 フ ラ ン ジ レ バ ー （ 移 動 操 作 部 材 ）
２ ０ ０ 　 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 部
２ ０ １ 　 プ ロ セ ッ サ キ ャ ビ ネ ッ ト
２ ０ ３ 　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ
２ ０ ５ 　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ
２ ０ ９ 　 光 源
２ １ １ 　 電 源 部
Ｔ Ｖ １ 　 テ レ ビ モ ニ タ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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